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静注用Fosfomycinが 著効 を示 した大腸菌 感染 に よる急性 腎孟 腎炎例

林 泉 ・佐々木 昌 子 ・今 野 淳

東北大学抗酸菌病研究所内科

Fosfomycin(FOM)は,ア メ リカMerck社 とスペ イ ン

CEPA社 で 共 同 開 発 され た ユ ニ ー ク な 化 学 構 造 を有 し,

細 菌 細 胞 壁 合 成 の 初 期 の 段 階 を阻 割 す る新 抗 生 物 質 で あ

る。

わ れ わ れ はE.coliに よ る典 型 的 な 腎 孟 腎 炎1例 に

FOM-Naを 静 注 し著 効 を示 し た の で報 告 す る 。

症 例 57歳 男

主訴:発 熱,頻 尿,排 尿 時 痛,腰 痛

10日 位 前 か ら感 冒感 が あ っ た が 放 置 し ゴル フ を し,昭

和49年10月14日,39℃ の 発 熱,頻 尿,排 尿 時 痛,腰 痛

な どが あ り,10月15日 入 院 した 。

入 院 時 現症:体 格 中 等 度,栄 養 良 好,体 温37.5℃,脈 拍 ・

78整,血 圧146/86mmHg,貧 血 な し,黄 疸 な し,咽 頭,

胸 部 に 所 見 な し。

入院 時 検 査:入 院 時 検 査 はTable1に 示 す と お りで あ

る。 起 因菌 はE.coliで 尿 原 液 培 養 で 無 数 に,10ｰ3/m1で

1,400個,10-5/m1で120個 を 示 した 。FOMの この 菌 に 対

す るMICはnutrient agar(Difco)を 使 用 し化 療 標 準 法 に

し た が い37℃24時 間 培 養 の 寒 天 平 板 法 に よ り0.5μ9/

m1で あ っ た 。

経 過 な ら び に 治 療 成 績:Fig.1に 示 す よ う にFOM29

を5%glucose 500mlに 溶 解 し 約90分 か け て12時 間 ご

とに10日 間 点 滴 静 注 を行 な っ た。 続 く5日 間 は24時 間

ご とで あ っ た 。24時 間 後 に 体 温 は 正 常 化 し,漸 次 自,他

覚 症 状 も正 常 化 し16日 後 に 軽 快 退 院 した 。FOMは 合 計

50gを 使 用 し た が 自覚 的 副 作 用 と思 わ れ る 所 見 は な か

っ た 。Table2に 投 与 後 の検 査 成 績 を示 す 。

な お,そ の 後4カ 月間 再 発 は み な か っ た 、

ま と め

私 ど もはE.coliに よる典 型 的 な 急 性 腎 孟 腎 炎 に対 して

静 注 用FOM-Naを は じめ の10日 間 を12時 間 ご とに,あ

との5日 間 を24時 間 ご とに29を5%ｇlucoseで 溶 解 し

点 滴 静 注 した 。著 効 例 と考 え る 。副 作 用 は認 め な か っ た。
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Table 1 Laboratory findings before administration of FOM-Na

Table 2 Laboratory findings after administration of FOM-Na
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CLINICAL EFFECT OF INTRAVENOUS ADMINISTRATION OF 

FOSFOMYCIN TO A PATIENT OF ACUTE PYELONEPHRITIS 

IZUMI HAYASHI, MASAKO SASAKI and KIYOSHI KONNO 
The Research Institute for Tuberculosis, Leprosy and Cancer,, Tohoku University

Fosfomycin, a new antibiotic, was intravenously administered to a patient of acute pyelonephritis due to E . coli
at the dose of 4 g for 10 days and 2 g for 5 days. The clinical effectiveness was excellent. No side effect was 

observed. FOM may be considered to be a satisfactory antibiotic agent for the acute infection of the upper 

urinary tract.


